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世界の平均地上気温の上昇
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IPCC 第4次評価報告書（AR4） (2007)より



世界の人口増加と食料生産

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1950 2000 2050

途上国人口

先進国人口

1950 2000 2050

穀物生産量

約8億トン（1960年）

約22億トン（2010年）

国連世界の人口推計（2010）， FAO-STAT（2012）より



地球環境変動と食料生産

人類がこの２１世紀に乗り越えなければならない

２つの大問題である。
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増加しつつある

世界人口を支える

農業

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1950 2000 2050

途上国人口

先進国人口

1950 2000 2050

穀物生産量

約8億トン（1960年）

約22億トン（2010年）

強い関係



気温上昇の程度と様々な分野への影響規模

0 2 3 41

水水水水

生態系生態系生態系生態系

食糧食糧食糧食糧

沿岸域沿岸域沿岸域沿岸域

健康健康健康健康

5℃℃℃℃

0 2 3 4 5℃℃℃℃1

数億人が水不足の深刻化に直面する数億人が水不足の深刻化に直面する数億人が水不足の深刻化に直面する数億人が水不足の深刻化に直面する

小規模農家、自給的農業者・漁業者への複合的で局所的なマイナス影響小規模農家、自給的農業者・漁業者への複合的で局所的なマイナス影響小規模農家、自給的農業者・漁業者への複合的で局所的なマイナス影響小規模農家、自給的農業者・漁業者への複合的で局所的なマイナス影響

低緯度地域における穀物生産性の低緯度地域における穀物生産性の低緯度地域における穀物生産性の低緯度地域における穀物生産性の

低下低下低下低下

中高緯度地域におけるいくつかの中高緯度地域におけるいくつかの中高緯度地域におけるいくつかの中高緯度地域におけるいくつかの

穀物生産性の向上穀物生産性の向上穀物生産性の向上穀物生産性の向上

世界の沿岸湿地世界の沿岸湿地世界の沿岸湿地世界の沿岸湿地

の約の約の約の約30%の消失の消失の消失の消失
※※※※

毎毎毎毎年の洪水被害人口が追加的に数百万人増加年の洪水被害人口が追加的に数百万人増加年の洪水被害人口が追加的に数百万人増加年の洪水被害人口が追加的に数百万人増加

※罹（り）病率：病気の発生率のこと

湿潤熱帯地域と高緯度地域での水利用可能性の増加湿潤熱帯地域と高緯度地域での水利用可能性の増加湿潤熱帯地域と高緯度地域での水利用可能性の増加湿潤熱帯地域と高緯度地域での水利用可能性の増加

最大最大最大最大30%の種で絶滅の種で絶滅の種で絶滅の種で絶滅

リスクの増加リスクの増加リスクの増加リスクの増加

地 球 規 模 で の地 球 規 模 で の地 球 規 模 で の地 球 規 模 で の

重大な重大な重大な重大な
※※※※

絶滅絶滅絶滅絶滅

サンゴの白化の増加サンゴの白化の増加サンゴの白化の増加サンゴの白化の増加 ほとんどのサンゴが白化ほとんどのサンゴが白化ほとんどのサンゴが白化ほとんどのサンゴが白化 広範囲に及ぶサンゴの死滅広範囲に及ぶサンゴの死滅広範囲に及ぶサンゴの死滅広範囲に及ぶサンゴの死滅

種の分布範囲の変化と森林火災リスクの増加種の分布範囲の変化と森林火災リスクの増加種の分布範囲の変化と森林火災リスクの増加種の分布範囲の変化と森林火災リスクの増加

陸域生物圏の正味炭素放出源化が進行陸域生物圏の正味炭素放出源化が進行陸域生物圏の正味炭素放出源化が進行陸域生物圏の正味炭素放出源化が進行

～～～～15%
～～～～40%の生態系が影響を受けることで、の生態系が影響を受けることで、の生態系が影響を受けることで、の生態系が影響を受けることで、

洪水と暴風雨による損害の増加洪水と暴風雨による損害の増加洪水と暴風雨による損害の増加洪水と暴風雨による損害の増加

栄養失調、下痢、呼吸器疾患、感染症による社会的負荷の増加栄養失調、下痢、呼吸器疾患、感染症による社会的負荷の増加栄養失調、下痢、呼吸器疾患、感染症による社会的負荷の増加栄養失調、下痢、呼吸器疾患、感染症による社会的負荷の増加

熱波、洪水、干ばつによる罹（り）病率熱波、洪水、干ばつによる罹（り）病率熱波、洪水、干ばつによる罹（り）病率熱波、洪水、干ばつによる罹（り）病率
※※※※

と死亡率の増加と死亡率の増加と死亡率の増加と死亡率の増加

いくつかの感染症媒介生物の分布変化いくつかの感染症媒介生物の分布変化いくつかの感染症媒介生物の分布変化いくつかの感染症媒介生物の分布変化

医療サービスへの重大な負荷医療サービスへの重大な負荷医療サービスへの重大な負荷医療サービスへの重大な負荷

海洋の深層循環が弱まることによる生態系の変化海洋の深層循環が弱まることによる生態系の変化海洋の深層循環が弱まることによる生態系の変化海洋の深層循環が弱まることによる生態系の変化

中緯度地域と半乾燥低緯度地域での水利用可能性の減少及び干ばつの増加中緯度地域と半乾燥低緯度地域での水利用可能性の減少及び干ばつの増加中緯度地域と半乾燥低緯度地域での水利用可能性の減少及び干ばつの増加中緯度地域と半乾燥低緯度地域での水利用可能性の減少及び干ばつの増加

低緯度地域における低緯度地域における低緯度地域における低緯度地域における

全ての穀物生産性の低下全ての穀物生産性の低下全ての穀物生産性の低下全ての穀物生産性の低下

いくつかの地域で穀物生産いくつかの地域で穀物生産いくつかの地域で穀物生産いくつかの地域で穀物生産

性の低下性の低下性の低下性の低下

※重大な：ここでは40%以上

※2000～2080年の平均海面上昇率4.2mm/年に基づく

1980-1999年に対する世界年平均気温の変化（年に対する世界年平均気温の変化（年に対する世界年平均気温の変化（年に対する世界年平均気温の変化（℃℃℃℃））））

IPCC 第4次評価報告書（AR4） (2007)より



日最高気温の20年再現値の再現期間の変化予測（年）
20世紀末（1981-2000年）に20年間に一度しか起こらなかった日最高気温が、
2046-2065年、2081-2100年に何年に一度起こるかを示したもの。排出シナリ
オはB1（青）、A1B（緑）、A2（赤）による。

IPCC SREX (2012)
「気候変動への適応推進に向けた極端現象及び災害のリスク管理に関する特別報告書」



世界の穀物価格の推移

IMF - Primary Commodity Prices より

米国で56年来の大規模干ばつ

日本農業新聞（2012年8月27日）



気候変動が農林水産業に及ぼす影響

�農林水産業は、生態系の物質とエネルギー

の流れを最大限に利用する産業である。

�したがって、気候変動に伴う生態系の変動に

対し、もっとも影響を受けやすい産業である。

�実際、すでに我が国の農林水産業にも、さま

ざまなマイナスの影響が現れはじめている。

気候変動

（地球温暖化）

農林水産業



世界の温室効果ガス排出量内訳（世界の温室効果ガス排出量内訳（世界の温室効果ガス排出量内訳（世界の温室効果ガス排出量内訳（2004年）年）年）年）
IPCC 第第第第4次評価報告書（次評価報告書（次評価報告書（次評価報告書（AR4））））
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�農業と林業の合計は全体の約1/3



分野別温室効果ガス排出削減ポテンシャル分野別温室効果ガス排出削減ポテンシャル分野別温室効果ガス排出削減ポテンシャル分野別温室効果ガス排出削減ポテンシャル

IPCC 第第第第4次評価報告書（次評価報告書（次評価報告書（次評価報告書（AR4））））

�農業および林業分野の温室効果ガス排出削減ポテンシャルは大きく、さらに

他の分野のものとコスト的に競合出来る。

�農業および林業分野の排出削減策は適用できる面積が大きく、かつ長期間

の効果が期待できることが利点である。

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

供給供給供給供給

輸送輸送輸送輸送 建築物建築物建築物建築物 製造業製造業製造業製造業 農業農業農業農業 林業林業林業林業 廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物

100米ドル/トンCO2以下の削減ポテンシャル （年間のCO2換算値：億トン）

24-47 16-25 53-67 25-55 23-64 13-42 4-10



日本の温室効果ガス排出量と中期目標
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温室効果ガス

排出量

(2010年度）

（環境省，2012）
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飼料の改良

管理法の改良

水管理・有機物管理

施肥管理の改善

CH4



�農林業の関与する温室効果ガス排出量は全

人為排出量の約1/3を占める。
�一方、森林や農地、藻場（海洋）は大気CO2
の吸収源として温暖化を緩和する。

�我が国の温室効果ガス削減目標6％に対し
て、森林吸収による寄与は3.8%に上る。

�農業と水産業の排出源においても、大きな排

出削減ポテンシャルがある。

気候変動

（地球温暖化）

農林水産業

農林水産業が気候変動に及ぼす影響



気候変動

（地球温暖化）

農林水産業

• 生育阻害
• 生息域の移動
• 気象災害

適応策

避けられない影響

を軽減する

＋温室効果ガス

の排出

－CO2吸収固定

温室効果ガス濃度

の上昇を抑制する

緩和策



2002～2005年度 地球温暖化が農林水産業に与える影響の評価及び対策技術の開発

2006～2009年度 地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響評価と緩和及び適応技術の開発

2010～2014年度 気候変動に対応した循環型食料生産等の確立のための技術開発

（現プロジェクト）

農林水産省プロジェクト研究農林水産省プロジェクト研究農林水産省プロジェクト研究農林水産省プロジェクト研究

気候変動に対応した循環型食料生産等の確立の

ための技術開発（気候変動対策プロジェクト）



◆日時：平成21年（2009年）11月5日（木）13～16時

◆会場 東京国際フォーラム



100km間隔の間隔の間隔の間隔の

気候モデル気候モデル気候モデル気候モデル出力を出力を出力を出力を

1kmメッシュにメッシュにメッシュにメッシュに

（（（（ダウンスケール）ダウンスケール）ダウンスケール）ダウンスケール）

共通気候変動シナリオの使用

全球気候モデル 地域気候モデル

緩和策適応策

水産課題森林課題農業課題

•将来の気候変動を詳細に予測
•複数気候シナリオについて不確実性を検討



気候変動

（地球温暖化）

農林水産業

＋温室効果ガス

の排出

－CO2吸収固定

• 生育阻害
• 生息域の移動
• 気象災害

適応策

避けられない影響

を軽減する

温室効果ガス濃度

の上昇を抑制する

緩和策

環境保全型

システム

（低投入・循環型）



気候変動対策気候変動対策気候変動対策気候変動対策プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会

「農林水産業は気候変動にどう対応するか？」

平成24年12月10日（月）10:00～16:40 東京国際フォーラム

農業課題農業課題農業課題農業課題

�農業生産への気候変動の影響はどの程度か？どう対応するか？

�農業からの温室効果ガス発生をどう少なくするか？

�資源循環型食料生産技術は温室効果ガス発生抑制にどう繋がる

か？

森林課題森林課題森林課題森林課題

�地球温暖化は森林にどう影響するか？

�森林・林業・木材利用分野は温暖化緩和にどう貢献するか？

水産課題水産課題水産課題水産課題

�水産業は気候変動による海の変化にどう対応するか？

講演（ホール講演（ホール講演（ホール講演（ホールD7））））



�農業系：温暖化緩和技術及び適応技術の開発（14）

�農業系：気候変動適応品種の開発（13）

�農業系：低投入循環型食料生産技術（31）

�農業系：土着天敵を有効活用した害虫防除システムの開発（3）

�森林系：温暖化緩和技術及び適応技術の開発（13）

�水産系：温暖化緩和技術及び適応技術の開発（4）

合計:78ポスター

ポスター発表（ホールポスター発表（ホールポスター発表（ホールポスター発表（ホールD5））））
13:20～14:20  コアタイム

気候変動対策気候変動対策気候変動対策気候変動対策プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会

「農林水産業は気候変動にどう対応するか？」

平成24年12月10日（月）10:00～16:40 東京国際フォーラム



�本日は、一日、どうぞよろしくお願いい

たします。

�特に、皆様からの忌憚のないご意見

をいただきますよう、お願い申しあげ

ます。

気候変動対策気候変動対策気候変動対策気候変動対策プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会プロジェクト研究成果発表会

「農林水産業は気候変動にどう対応するか？」

平成24年12月10日（月）10:00～16:40 東京国際フォーラム


